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要旨
本稿では、神奈川県内医療系専門学校における鋸灸師学生を対象に実施した質問紙調査をもと
に、彼らの英語に対する認識を把握し、医学英語教育に対するニーズを ESPの観点から分析、考
察する。
質問紙調査から、学生は外国語(英語)に対し非常に興味を持っているものの、英語学習に対
する意欲はあまり高くないため、学生一人ひとりの個性や興味、関心に注意を払いつつ、かつ学
習意欲を下げないような工夫を施さなければならないということが分かった。具体的には、作文
力に繋がる医療英単語の習得、電子メールやフェイスブックを利用した英作文指導、また英語母
語話者教員と日本人英語教員とのティームティーチングによる臨床英会話指導などである。
本稿で実施した質問紙調査の結果は、あくまで一つの傾向に過ぎないが、本稿で得られた結果
を踏まえてより効果的な授業実践、並びにシラパス構築に励んでゆきたい。
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1.はじめに
医療におけるグローパリゼーション化の影響は目
覚しく、医療現場では急増する外国人患者に対応で
きる英語力を身につけた「医療人」が求められてい
る。筆者が「医学英語Jを担当する神奈川県内医療
系専門学校(柔道整復師・誠灸師養成校)では、こ
うした現状もふまえ l、2年次において医学英語教
育が実施されている。入学試験に英語が課されては
いないことや、学生の学力や意欲、また学習暦等に
ばらつきがあること等の事情を照らし合わせて考え
ると、その内容によってはともすると英語嫌いを生
み出してしまう可能性も考えられる。また、国家試
験合格を目標に設定された過密なカリキュラムの中
に英語科目を組み入れる以上、学生のニーズを把握、
分析し、それに見合った内容の講義を組まなくては
ならず、それらを考慮しないままシラパスを作成し
授業を実施することは、学生にとって英語が負担に
なってしまうとも限らない。
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そこで本稿ではESP(Englishfor Specific Purposes) 
の考え方に根ざし、鋸灸師学生に行った質問紙調査
を基に彼らの医学英語教育に対する認識を把握する
とともに、医学英語教育へのニーズを分析する。さ
らにこの分析結果を基に、来年度以降の講義内容や
形式等について ESPの可能性という観点から考察
する。
尚、本研究においては時間的な制約や先行研究の
数等、諸般の事情から研究協力校の鎖灸師科学生に
対してのみ質問紙調査を実施した。
1. ESPとは何か
ESPとは『英語教育用語辞典J1)において「あ
る特定の目的をもって学習され使用される英語の
ことで、一般的目的の英語 (Englishfor general 
purposes/EGP) と対照をなす概念」と定義され、
「ビジネス英語 (Englishfor business) .看護英語
(English for nursing) Jが具体例として挙げられて
いる。 ESPは歴史的に、理工学系の領域において
始まった英語教育法の一つである 2)が、近年にお
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いては医療系、または農学系の領域でも常識となり、
それはすなわちrESPが職業上の目標のための英語J2) 
であり、さらには学習者が選択した学術上の専門分
野において用いる英語を習得することを目標とする
からである 3)0 ESPの特徴は、1)学習者は多くの
場合成人であること、 2)学習に当てることができ
る時間はたいてい限られること、 3)学問的背景や
職業などに共通性があると予想されること、の3点
である4¥ESPを実践する上ではESP教師による「学
習者のニーズ分析」が重要であり、「学習者の学術
上あるいは職業上のニーズに応えるJ5)ことが不
可欠であるとしている。また、 ESPは研究と実践
が常に密接に結びつき、アンケートなどを利用した
ニーズ分析等の実践においての反省や新たな認識が
ESP研究の発展促進につながっている4)。
皿.日本の医療現場における現状と医学
英語教育
2009年における日本国内の外国人登録者数は
2，186，121人で総人口の1.7l%に当たり、 10年前の
1999年と比較すると約1.4倍6)、およそ 59人に 1
人の割合である。都道府県別に見ると外国人登録
者数が最も多いのは東京都 (415，098人)で、全国
の19.0%を占め、以下愛知県、大阪府、神奈川県、
埼玉県、千葉県、兵庫県、静岡県、茨城県、京都
府の順で、上位 10都府県 0，557，197人)で全国
の71.2%を占める 6)。特に近年増加が著しいのが
「ニューカマー:日本に何世代かにわたり定住する
在日韓国・朝鮮人など旧植民地出身者のオールドカ
マーと対照して使われるJと呼ばれる主にアジア、
南米出身の外国人である 7)。彼らが生産年齢人口で
ある 20歳代から 30歳代に集中し、結婚、出産とい
う過程の中で永住資格を取得する者が増加してい
る7)。さらに、国土交通省観光庁が、観光立国を目
指して進める「ピジット・ジャパン・キャンベー
ンJ8)や日本のアニメーションをはじめとするサ
ブカルチャーブームなどの影響で、外国人入国者数
も急激に増加している 9)。
このように来日外国人数の急増に伴い、医療にお
けるグローパリゼーション化への影響は避けること
が出来ず、医学教育の現場では今後も急増する外国
人患者に対応できる英語力を身につけた「医療人」
を養成することが求められているのである。
町.医学英語教育と ESP
囲内医療現場における急速なグローバリゼーショ
ン化から、医療従事者、ならびに将来の医療従事者
である学生にとって英語習得は必要不可欠であり、
スピーデイーに効率よく学習をしなければならな
い。そのためにはまず学生のニーズを知り、そして
それに見合った内容の講義をしなくてはならないの
であり、こうした観点から、 ESPを医学英語教育に
取り入れることは非常に効果的であり、かつ ESP
アプローチは医学英語教育においても大きな可能性
を持つ。 ESPの観点から医学部の教員、ならびに学
生に対し行った一般及び専門英語教育に関する実態
調査を基に新たなシラパスデザインの構築や教材開
発における提言がなされている 10)。また助産師学
生に対する英語学習のニーズ調査においては、授業
内容の検討や分析が行なわれ、その結果、「産科分野」
の英語をより多く導入すると同時に、英語に苦手意
識を持つ学生のために、英語を「楽しめる」工夫をし、
彼らが達成感を持てるような講義内容を組む必要性
があると指摘されている 11)0 rコメデイカル(看護師、
理学療法士、作業療法士など医療現場において医師
と協同で働く専門職員)J 12)養成過程のシラパス作
成を目標に、学生並びに各課程の専門教員に質問紙
調査が実施されているが、その結果として学生は外
国人患者とコミュニケーションを行うための英語力
を習得したいと望んで、いるのに対し、教員は英語文
献を読むための読解力を要求しているという、両者
間に英語ニーズの「ずれjが見られたという報告が
なされている 12)。医療系大学(誠灸師、理学療法
士養成課程)における学生のニーズ分析では、その
結果をふまえて ESP理論に基づいて作成した独自
の英語教材を開発、使用しパイロット授業を行って
いる 13)。これに加えて、英語の基礎能力と共に「学
生の専攻、将来の職業に関連性のある実用的な英語
教育を行うべきJ13)とし、学生のニーズに応じたコー
ス開発の必要性が強調されている 13)14)。ニーズ分
析は英語学習を学習者に意識させ、それによって学
習者自身が彼らの英語学習に対して確固たる目標を
持つ「学習者中心J15)の姿勢を唱える ESPの観点
から非常に重要な点である。
そこで次節では ESPの観点から、来年度以降の
講義内容を検討してゆくべく誠灸師学生に対し英語
学習のニーズを中心に質問紙調査を行い、その結果
を分析する。なお、本質問紙調査における項目は、
????
鋸灸師学生用に特化したものではなく、広くコメ
デイカル学生を対象としたものである。そのため、
調査結果ならびに考察において、他校ではあるが同
時期に同様の質問紙調査を実施した理学・作業療法
学科学生における結果と照らし合わせながら分析を
進める。
v.調査校における英語教育
今回筆者が調査を実施した神奈川県内医療系専門
学校、鋪灸師科では平成 21年度入学生は 1年次前
期に、平成 20年度入学生は 2年次前期に、 15回構
成で医学英語教育が実施されている。実施学年が異
なるのはあくまで調査校のカリキュラム上の問題で
ある。授業で使用するテキストは、誠灸分野に特化
した内容ではなく、医学全般の内容を扱ったもので
あるため、扱う章の選定に関しては、文章や語棄な
どの面で出来る限り各学科の専門性に近似した内容
を扱う部分を選択するよう配慮している。毎回の授
業はクラスサイズ等の問題もあり、「読解=読む」
中心の授業を展開している。
学生の英語学習暦は入学時の年齢や最終学歴(高
等学校卒業から大学院修士課程卒業まで)、社会経
験の有無等から様々である。高校を卒業したばかり
の学生と、社会経験もあり、大学院で修士号を取得
した学生が一つの教室で同じ授業を受けるため、授
業に対するニーズも多様にならざるを得ない。さら
に、大半の学生が英語の授業以外では殆ど英語と関
わることはない。今回質問紙調査を実施し、医学英
語教育へのニーズを分析する背景にはこうした実態
が影響している。
VI.調査方法
質問紙調査は、「外国語(医学英語)Jを受講した
表l.英語への関心
鉱灸師科学生のうち、平成 21年度生(1学年、昼
間部・夜間部)43人、並びに平成 20年度生 (2学
年、昼間部・夜間部)23人に対して前期授業終了
時に実施した。参加した学生は当日授業に出席し、
参加に同意を得られた者のみである。無記名、参加
の自由、個人情報やプライパシ一保護、および質問
紙調査の回答によって不利益を被らないこと等、倫
理的配慮を十分に行うことを学生に口頭で説明した
上で、あくまで今後の授業内容改善のために質問紙
調査を実施するゆえ、率直な意見を聞かせてほしい
旨を伝えた。回収率は 100%である。それぞれの質
問項目に対し、 14:そう思う、 3:まあそう思う、
2:あまりそう思わない、 1:そう思わないJの4
件法を導入し全て択一式とした。尚、本稿で使用す
る質問紙は先行研究10116)に基づき作成した。結果は、
学年を分けずに「誠灸師科」として一つのデータと
して処理している。母集団が少ないこと、また学科
が異なっていても医学英語教育を受ける期間とその
内容は同一であるためである。
w.調査結果
質問紙調査によって得られたデータを表で示し分
析した。各表における「平均」とは、 4件法で示さ
れた項目 14:そう思う、 3:まあそう思う、 2:
あまりそう思わない、 1:そう思わない」の平均値
である。
1 英語への関心
項目 11外国語に興味がないJでは「そう思わない」
が47.0%、「あまりそう思わないjが21.2%を示し
ている。また項目 31英会話に興味がある」では「ま
あそう思うJ28.8%、「そう思う」が37.9%、項目 5
「英語圏の固に行きたいJに関しては、「まあそう思
)内は回答件数
一一一一一一一一 あまりそう思そう思わない わない まあそう思う そう思う 平均1. 外国語に興味がない 47.0% (31) 21.2% (14) 24.2%(16) 7.6%(5) 1.9 
2.英語以外の言語に興味がある。 12.1%(8) 25.8%(17) 33.3%(22) 28.8%(19) 2.8 
3. 英会話に興味がある 13.6%(9) 19.7%(13) 28.8%(19) 37.9%(25) 2.9 
4. 英語の音楽に興味がある 12.1%(8) 9.1 %(6) 36.4%(24) 42.4%(28) 3.1 
5. 英語圏の国に行きたい 16.7%(11) 18.2%(12) 21.2%(14) 43.9覧(29) 2.9 
6.新聞や雑誌、インターネットの記事に興味がある 39.4%(26) 36.4%(24) 16.7%(11) 7.6%(5) 1.9 
7.英語の専門書に興味がある 54.5%(36) 25.8%(17) 12.1 %(8) 7.6%(5) 1.7 
8. 英語を使った仕事に興味がある 40.9%(27) 27.3%(18) 21.2%(14) 10.6首(7) 2.0 
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うJ21.2%、「そう思うJが43.9%を示していること
から、 70%近くの学生が外国語に興味を持ち、英会
話を身につけたり、英語圏の国に訪れたいという希
望を持っていることが分かる。
それに対し、項目 6r新聞や雑誌、インターネッ
トの記事に興味がある」では「そう思わない」が
39.4%、「あまりそう思わない」が36.4%を占め、項
目7r英語の専門書に興味がある」では「そう思わ
ないjが54.5%、「あまりそう思わない」が25.8%を、
さらに項目 8r英語を使った仕事に興味がある」に
対しては「そう思わない」が40.9%、「あまりそう
思わないJが27.3%を占めることから、雑誌やイン
ターネットの記事、専門書なと号文字を使った媒体や
仕事としての英語使用に対しては関心が低いといえ
る。
2 英語の到達目標
「話す」能力に関する設問である項目 16r外国人
と話したい」が「そう思うJ42.4%、「まあそう思
うJ28.8%、項目 17ri海外旅行で困らない程度にな
りたい」では「そう思うJ53.0%、「まあそう思う」
表2.英語の到達目標
30.3%と突出して高い数値を示している。
次に「読む」能力に関する設問である項目 11r一
般的な文章が読める程度になりたい」は「そう思う」
33.8%、「まあそう思うJ26.2%、また項目 9i英単
語が読める程度Jは「そう思うJ31.8%、「まあそ
う思うJ24.2%、項目lOr専門用語がわかる程度に
なりたい」に関しては「そう思うJ39.4%、「まあ
そう思うJ18.2%と、決して低くない数値を示して
いることが分かる。
3 英語のイメージ
項目 18r英語が読めると仕事ができそう」に
ついては「そう思うJ34.8%、「まあそう思う」が
27.3%、項目 19r英語が書けると仕事ができそう」
では「そう思うJ33.3%、「まあそう思う」が30.3%を、
さらに項目 20の「英語がわかると評価されるJで
は「そう思うJ33.3%、「まあそう思う」が36.4%等、
学生の「英語のイメージ」を測る設問に関しては全
体的に高い数値を示している。
( )内は回答件数
一一一一一一一一・・『 そう思わない あまりそう思 まあそう思う そう思う 平均わない9.英単語が読める程度 22.7%(15) 21.2%(14) 31.8%(21) 24.2%(16) 2.6 
10.専門用語がわかる程度になりたい 22.7%(15) 19.7%(13) 39.4%(26) 18.2%(12) 2.5 
11.一般的な文章が読める程度になりたい 24.6%(16) 15.4%(10) 26.2%(17) 33.8%(22) 2.7 
12.専門書が読める程度になりたい 28.8%(19) 28.8%(19) 27.3%(18) 15.2%(10) 2.3 
13.英語の文章が書ける程度になりたい 32.3弛(21) 24.6%(16) 18.5%(12) 24.6%(16) 2.4 
14.英語を使って受験(大学、大学院)したい 65.2%(43) 22.7%(15) 7.6%(5) 4.5%(3) 1.5 
15.英語を使って専門的な活動がしたい 50.0%(33) 28.8%(19) 16.7%(11) 4.5%(3) 1.8 
16.外国人と話したい 10.6%(7) 18.2%(12) 28.8%(19) 42.4%(28) 3.0 
17.海外旅行で困らない程度になりたい。 10.6百(7) 6.1 %(4) 30.3%(20) 53.0%(35) 3.3 
表3.英語のイメージ ( )内は回答件数
一一一一一一一-そう思わない あまりそう思 まあそう思う そう思う 平均わない18.英語が読めると仕事ができそう 16.7%(11) 21.2%(14) 27.3%(18) 34.8%(23) 2.8 
19.英語が書けると仕事ができそう 18.2%(12) 18.2%(12) 30.3%(20) 33.3%(22) 2.8 
20.英語がわかると評価される 10.6%(7) 19.7%(13) 36.4%(24) 33.3%(22) 2.9 
21.英語がわかると嫌がられる 75.8%(50) 21.2%(14) 0.0%(0) 3.0%(2) 1.3 
22.外国で人助けができそう 18.2%(12) 28.8%(19) 28.8%(19) 24.2%(16) 2.6 
23.英語の記事が読めると格好いい 19.7%(13) 28.8%(19) 21.2%(14) 30.3%(20) 2.6 
24.外国人と話す道具である 16.7%(11) 9.1 %(6) 31.8%(21) 42.4%(28) 3.0 
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表4.外国人に対するイメージ ( )内は回答件数
一一一一一一一一 そう思わない あまりそう恩 まあそう思う そう思う 平均わない25.外国人に接近したい 13.6%(9) 30.3弘(20) 31.8%(21) 24.2%(16) 2.7 
26 人間なら外国人であろうと意識しない 13.6%(9) 31.8%(21) 24.2%(16) 30.3%(20) 2.7 
27.人種によっては近寄りがたい 31.8%(21) 28.8%(19) 22.7目(15) 16.7%(11) 2.2 
28.外国人は全て近寄りがたい 53.0%(35) 40.9%(27) 4.5%(3) 1.5%(1 ) 1.5 
4 外国人に対するイメージ
項目 251外国人に接近したい」に関しては「そ
う思う J24.2%、「まあそう思う J31.8%、項目 28
「外国人は全て近寄りがたい」では「そう思わない」
53.0%、「あまりそう思わないJ40.9%を始めとして、
その他2項目においても肯定的な回答が高い数値を
占めている。
5 英語学習経験、興味
項目 301もともと英語に興味があるJには「そ
う思うJ28.8%、「まあそう思うJ18.2%と、肯定的
な回答を示す数値が高い。それに対し、項目 291高
校までの英語は得意だ、った」、項目 311中学校卒業
の時点で英語の成績は良かった」、項目 321高校卒
業の時点で英語の成績は良かった」に関しては「そ
う思うJ1まあそう思う」合わせて 20から 30%台
の回答であり、学生自身のこれまでの英語力に対
する評価は高いとはいえない。項目 33.1専門学校
に入れば英語は勉強しないと思った」に関しては
「そう思う」が56.1%、「まあそう思うJ16.7%、項
目341専門学校で英語を勉強する必要があるjに
関しては「そう思う」が 12.1%、「まあそう思うJ
31.8%、さらに項目 361専門学校の英語に期待して
いるJにおいては「そう思わないJ39.4%、「あま
りそう思わないJ18.2%等の回答から、専門学校で
の英語学習を望まない、またはそれを想定していな
かった、さらにはそれを期待していないと思われる
回答が多い。
その一方で、項目 351臨床現場で英語は必要だ」
においては「そう思うjが24.2%、「まあそう思う」
42.4%と 66.6%が肯定的回答を示していることから
臨床現場における英語の必要性は自覚しているもの
の、その認識が専門学校における英語学習に結びつ
いていないことが分かる。
6 英語力
項目指 IABCが最後まで言えるJ、項目 391辞
書をヲ|いて単語の意味を調べられる」に関しては「そ
う思う」、「まあそう思うJ合わせて 90%台を示し、
また項目 421あいさつ程度ならわかる」は「そう
思う」、「まあそう思う」があわせて 67.7%と基礎的
な英語力に関する質問事項に対しては高い肯定的回
答率を示している。一方、項目 401専門用語の意
味がわかるj、項目 411カルテの用語が何語でかか
れているかわかる」等、専門分野の英語に関する質
問事項に対しては肯定的回答率がそれぞれ 12.3%、
34.4%と高くないことが分かる。項目41英語検定、
表5.英語学習経験、興味 ( )内は回答件数
一一一一一一一一 そう恩わない あまりそう思 まあそう思う そう思う 平均わない29. 両校までの英語は得意だ、った 50.0%(33) 22.7%(15) 12.1 %(8) 15.2%(10) 1.9 
30. もともと英語に興味がある 22.7%(15) 30.3%(20) 18.2%(12) 28.8%(19) 2.5 
31. 中学校卒業の時点で英語の成績は良かった 42.4%(28) 21.2%(14) 16.7%(11) 19.7%(13) 2.1 
32. 両校卒業の時点で英語の成績は良かった 47.0%(31) 27.3%(18) 10.6%(7) 15.2%(10) 1.9 
33.専門学校に入れば英語は勉強しないと思った 10.6目(7) 16.7弛(11) 16.7%(11) 56.1%(37) 3.2 
34.専門学校で英語を勉強する必要がある 28.8%(19) 27.3%(18) 31.8%(21) 12.1%(8) 2.3 
35. 臨床現場で英語は必要だ 9.1 %(6) 24.2%(16) 42.4%(28) 24.2%(16) 2.8 
36.専門学校の英語に期待している 39.4%(26) 18.2%(12) 27.3%(18) 15.2%(10) 2.2 
37.受験科目に英語がない専門学校を受けた 62.1%(41) 15.2%(10) 7.6%(5) 15.2%(10) 1.8 
????
TOEICなどを受けたことがあるJにおいても肯定
的回答が35.3%と低く、英語力を高めるための検定
試験を受験した経験をもっ学生はそれほど多くない
ことが分かる。
咽.考察
本章では英語の授業内容に関して、現状での問題
点を述べた上で、来年度以降の講義内容や形式等に
ついて、前章で論じた質問紙調査結果とその分析を
ふまえて医療系専門学校における ESP導入の可能
性という観点から考察し提言を行っていく。
1 現状における問題点
今回筆者が調査を実施した神奈川県内医療系専門
学校では、平成21年度においては、鋪灸師科同年
度入学生は l年次前期に、平成 20年度入学生は 2
年次前期に医学英語教育が実施されている。
使用テキストは、鋪灸各分野に特化した内容では
なく、医学領域の幅広い知識を習得するという方針
の下、看護、医学領域の今日的な話題を扱ったもの
である。授業内容は「読解=読む」中心で、その他
の技能、つまり「話すJ1聞くJ1書く」を意識した
内容の講義は不足しがちなのが現状である。「話すj
に関しては平易な臨床会話表現を、各授業で扱うト
ピックの内容に応じて選定し、それらを紹介したう
えで、ロールプレイ的形式で練習をする程度であり、
扱う時問、量共に十分といえるものではない。
さらに調査校においては、学生の英語学習歴が多
岐にわたっているため高校を卒業したばかりの学生
と、社会経験もあり、大学院で修士号を取得した学
生に対して同一内容の講義や課題が提供されている
のが現状である。しかしそれは ESPの理念である
「学習者に適した内容を提示するJ15)ことに反する。
そこで、学生個々人の基礎学力や学習進度、また能
表6.英語力
力を把握しながら、一人一人にきめ細やかな指導が
なされることが必要とされている 17)。
2.来年度以降の講義内容、友ぴ形式に関して
本章では ESP理論の考え方に基づき学生に実施
した質問紙調査を基に分析した彼らのニーズ分析を
踏まえ、来年度以降の講義内容に関して論ずる。言
語学習においては一つの技能に偏ることなく 4技能
をバランスよく習得することが求められる 2)18) 19)。
こうした点を踏まえた上で、本章では言語の4技能
(1話すJ1聞くJ1書くJ1読むJ)を意識しつつ、誠
灸師学生にとっての、医療系専門学校における ESP
導入の可能性という観点から来年度以降の講義内容
や形式等について検討する O
1)日本人教員と外国人教員とのティームティーチ
ング
学生の質問紙調査からは 70%近くの学生が「外
国語に興味があるJ、「英会話を身につけたいJ1英
語圏の国に行きたい」という希望を持っているこ
とが分かった。しかし、理学・作業療法学科学生
に対し行った同様の質問紙調査で得られた結果と
比べると、その数値は低い。例えば、項目 31英
会話に興味がある」においては、誠灸師学生の肯
定的回答は 66.7%であるのに対し、理学・作業療
法学科学生のそれは 76.3%であった 19)。
英会話や英語圏の国々に対する学習への「動機
付け」ゃ「意欲」を高めるためには、外国人教員
による会話表現練習を講義に導入することが望ま
しい 19)。現役看護師対象に行われた質問紙調査
によると、「医療従事者J20) に求められる、臨床
現場で最も必要な英語力として「外国人患者との
コミュニケーション能力」仰が挙げられている O
医学部学生に対して行われた質問紙調査結果から
( )内は回答件数
一一一一一一一一 そう思わない あまりそう恩 まあそう思う そう思う 平均わない38. ABCが最後まで言える 3.1%(2) 0.0%(0) 13.8%(9) 83.1 %(54) 3.8 
39. 辞書をヲ|し、て単語の意味を調べられる 1.5%(1) 6.2%(4) 20圃0%(13) 72.3%(47) 3.6 
40. 専門用語の意味がわかる 35.4%(23) 52.3%(34) 9.2%(6) 3.1 %(2) 1.8 
41.カルテの用語が何語で治、かれているかわかる 39.1 %(25) 26.6%(17) 14.1%(9) 20.3%(13) 2.2 
42. あいさつ程度ならわかる 7.7%(5) 24.6%(16) 32.3%(21 ) 35.4%(23) 3.0 
43. 街の英語標識などがわかる 15.4%(10) 38.5%(25) 33.8%(22) 12.3首(8) 2.4 
44. 英語検定、 TOEICなどを受けたことがある 53.8%(35) 10.8%(7) 13.8%(9) 21.5%(14) 2.0 
????
は、学生が少人数制のもと、ネイテイプ英語教師
による会話の授業を求めていることが指摘されて
いる 10)。
こうした観点から、外国人患者との会話を想定
したロールプレイングや臨床会話集を使った会話
表現練習を、外国人教員(英語母語話者)による「少
人数」体制下で行なうことを提案する O 外国人教
員による授業は、英語学習のみならず、これまで
外国人と接することのなかった学生にとっては、
外国人に対して拒否的にならないこと、ひいては
異なる文化や言語をもっ人々を受け入れる心、つ
まり「コミュニケーション能力J21)を養う一つ
の好機になるとともに、こうした態度は医療現場
においてのグローパリゼーション化や ESPの観
点からも求められているといえる 19)。
しかし外国人教員のみの英語による授業では、
英語の苦手な学生には「講義内容が聞き取れないJ
「内容が理解できないJなど、学生をかえって英
語嫌いにさせてしまうという弊害を生み出してし
まう可能性がある。特に、誠灸師学生は理学・作
業療法学科学生に比べ、英語に対する苦手意識が
強いと考えられ、その懸念は大で、ある O それは項
目29と項目 32の回答からも分かる O 項目 29I高
校まで、の英語は得意だ、った」において、誠灸師学
生の27.3%が肯定的回答をしているのに対し、理
学・作業療法学科学生のそれは31.6%、また、項
目32I高校卒業の時点で、英語の成績は良かった」
においては、誠灸師学生の25.8%が肯定的回答を
しているのに対し、理学・作業療法学科学生のそ
れは 34.2%と、両質問において鋪灸師学生が理学・
作業療法学生に比べ肯定的回答が低い。 19)
また、たとえ英語母語話者の外国人教員であっ
ても「専門英語の場合は専門的な知識が必要で
あるJ3)ため、「英語母語話者」という条件のみ
で臨床英語会話の授業を担当することが可能であ
るとは言いがたい。さらに懸念されるのは、「コ
ミュニケーション能力Jを養うはずの授業が「無
難な日常会話」勾)あるいは「単なるお話しのク
ラスに終始J2) してしまうことである O こうし
た点を考慮すると、会話の授業では英語母語話者
である外国人教員と専門知識を持った日本人英語
講師とのティームティーチングが効果的ではない
であろうか。苦手意識を持つ学生のためにグルー
プワークで会話活動に参加させることも心理的負
担を軽減するための一つの形態である。ティーム
ティーチングとグループワーク形式を導入するこ
とで、一講義あたりのクラスサイズが大きい授業
においても、ある程度「少人数」体制の指導が可
能となる o ESPにおいては指導形態にこだわる
のではなく、学習者に意欲を与える内容でなくて
はならず、「英語で話したい」という意欲を学習
者に起こさせることが何よりも重要で、ある。また、
ただ話すだけの授業で終わらせないためには、実
際の診療現場において求められる「話す」力や「コ
ミュニケーション能力」に関する詳細な調査や分
析が求められる O
外国人教師を招聴することが困難であれば、在
日外国人との交流や援助活動を授業の一環として
導入することも可能な選択肢の一つである 12)。外
国人医療従事者との交流活動は学生の英語学習へ
の動機付けを高める上で非常に効果的であり、ま
た在日外国人が多く居住する神奈川県においては
実現可能な教育実践のーっと言える。
2)接頭辞、接尾辞からおさえた「医学英単語の習得」
前述のとおり、鋪灸師学生は理学・作業療法
学科学生の回答と比較して自身の英語力を評価
する項目への肯定的回答が低く、特に「読むJI書
く」に関しては、学生の大半が英語に苦手意
識を持っている。そのため学生全員に初めから
医療ジャーナル記事などの Iauthenticな教材J
を読ませたり、また英語論文を執筆させるなど
の高度な課題を課すことは困難で、ある。そこで、
実際に「読む」前段階として「医学英単語の習
得jから開始することが考えられる O しかし誠
灸師科学生の項目 9I英単語が読める程度」に
対する肯定的回答は66.0%、また項目 10の「専
門用語がわかる程度になりたいjは57.6%であ
る。つまり理学・作業療法学科学生の肯定的回
答である 85.9%、92.1%と比較すると、英単語
や専門用語がわかるようになりたいという欲求
は決して高いとは言えず、医学英単語を覚える
負担を減らす必要があると考えられる O そのた
めには医学英単語の接頭辞や接尾辞の意味から
押さえることが効果的である 17)23)。これらの
意味を知ることで、単語の意味推測がある程度
可能となり、英単語や専門用語が分かるように
なりたいという欲求が高くない誠灸師学生に
????
とって、記憶のための負担が軽くなる。さらに
扱うべき語棄の選定に関しては、コーパス・デー
タを活用して医学英単語リストを作成し、効
率的語葉指導を行なうことも効果的である。医
学英語の分野においても、医学関連英語論文の
コーパス分析がなされており 11)初制、コーパ
ス分析の結果、ある一定の語棄が「特徴語」ゆ
として上位に出現し、また限定された少数の単
語が繰り返し使われていることが確認されてい
る16)。
コミュニケーション能力の育成という観点か
らも語棄の果たす役割は非常に大きいお)。項目
39の「辞書をヲ|いて単語の意味を調べられるj
に関しては肯定的回答が92.3%と非常に高い割
合を示すことから、辞書があれば単語の意味を、
またひいては英文の内容をある程度理解できる
能力を殆どの鋸灸師学生が備えていることが伺
え、現状においても文章理解の素地は充分出来
ていると推測される。なぜなら彼らは辞書を引
きながらでも最新の医療知識を獲得するために
英語論文や医療ジャーナルの記事を読める、ま
たは読もうとする、「自律した学習者Jとして
の要素を持っているからである。これはすなわ
ち学習者の「自律性 (autonomy)Jお)に他なら
ず、さらにはこの概念は「学習者中心Jを標傍
しているゆえに、同様の理念を基本として掲げ
るESPとの関連性も非常に深いのであるお)。
3) E-メールやフェイスブックを活用した英作文
指導
項目 13I英語の文章が書ける程度になり
たい」においては鉱灸師学生の肯定的回答が
43.1 %と、理学・作業療法学科学生の89.5%と
比較し、非常に低いお)。
「書く」に関しては、ある話題について書い
たレポートや作文を学生間で回覧し、それらを
さらに推敵し IreviseしていくプロセスJ18)を
学ばせるというタスクが提案されている。しか
し「書く」ことに対し意欲の低い鋪灸師学生に
は、従来型の「紙媒体での提出」では時間もか
かるなどかえって敬遠する結果になるとも限ら
ない。
そこで学生にとって身近な媒体である電子
メールや、近年20代の若者の間で多く利用さ
れているフェイスブックを活用した英作文の提
出方法を提案する。「書く」内容は、英語で日
記を書かせたり、一日の出来事を報告するなど
学生にとって身近で¥かっ易しいテーマを設定
する。電子メールやフェイスブックはパソコン
のみならず、携帯電話を利用することも出来る
上に、紙媒体に比べ訂正がしやすい。受信者と
なる教員や学生はそれを見て自分の意見を書き
込んで返送したり、思い思いにコメントをした
りすることができる等、その手軽さと多様な用
途から、「書く」ことに対し意欲の低い誠灸師
学生の「書く」ことへの拒否感や抵抗感も緩和
され、英作文に対する苦手意識を軽減すること
ができると考えられる O
このように、電子メールやフェイスブックを
利用した英作文指導は「形成的評価(学習にお
けるプロセスを評価)12) を活用し、学習者に
適した内容を提示するjという ESPの理念に
適った方法であるといえよう。
4)英語教員と鋪灸分野専門教員、医療現場との連
携
最後に、専門分野に照準を当てた英語授業の
方法として鍋灸分野専門教員と英語教員、なら
びに誠灸治療院等、医療現場が協力、連携した
授業、及びシラパス作成を提案したい。
学生や教員のニーズを反映させなければなら
ないことは言うまでもないが、それのみを満足
させるような授業内容では十分で、はない 13)。な
ぜなら、現場での英語の必要性を認識すること
ができるのは、他でもない「医療現場からの視
点」であり、それらが英語学習者である学生の
学習意欲を低下させないための最も重要な声と
なりうるからである。つまり、「医療分野専門
教員と英語教員がコラボ、レートすることj1S)で、
英語教員のみでは対応が十分に出来ない医療分
野の専門基礎知識を補完できると共に、かっそ
こに現場の声が加わることでESPの理念であ
る学習者のニーズに適い、「学習者中心J30)の
授業を展開できるのである。
IX.おわりに
本稿ではESPの理論に基づいて作成された質問
紙調査から誠灸師学生のニーズを、同時期に同様の
? ??
質問紙調査を実施した理学・作業療法学科学生にお
ける結果と照らし合わせながら分析を進め、その結
果から来年度以降の講義内容や形式等を検討した。
今後はこれを基に適切なシラパス作成を進めてゆき
たいと考えるが、その前提として卒業までに行うべ
き英語教育の目標を明確にした教育システムを確立
することが求められる。さらに念頭に置かなくては
ならないのは、言語学習において一つの技能に偏る
ことなく 4技能をバランスよく習得する、つまり「バ
ランスのとれた英語運用能力の向上jである。こう
した観点から、現在の読解中心の授業内容に加え、
「聞くJr書くJr話す」を補完すること、また鋸灸
師領域に特化した講義内容が今後求められていると
いえる。
「明確な目標設定に基づいたシラパスの作成」は
ESPにおける考え方の基礎をなす。この大命題のた
めに、質問紙調査による学生のニーズ分析を今後も
継続してゆく考えである。
本稿で実施した質問紙調査は、対象となる母集団
が小さいこと、また神奈川県内医療系専門学校の鋸
灸師学科l、2年生のみから得られたデータである
ため、分析には限界があり、有用なデータが導ける
と断言することは困難である。従って本稿における
分析結果はあくまで一つの傾向に過ぎないが、今後
も学生の学習成果を詳細に調査、分析しながら、常
に謙虚な態度で自身の指導法や授業内容を振り返り
つつ、学生のニーズに応え、彼らにとってより効果
的な授業の実践、並びにシラパス構築に励んでゆき
たい。
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Appendix 
アンケート用紙
l年 2年
最終学歴:
次の質問は、あなたの英語に対する考えを尋ねるものです。下記の質問に対し、次の4段階で評価し、該当する番号
畳間部 夜間部 男 女
にOをつけてください。
4:そう思う 3:まあそう思う 2 あまりそう恩わない そう思わない
1.英語への関心
皆さんの英語に対する興味、関心に関する質問です。
1.外国語に興味がない 4 3 2 l 
2.英語以外の言語に興味がある 4 3 2 
3.英会話に興味がある 4 3 2 
4.英語の音楽に興味がある 4 3 2 
5.英語圏の固に行きたい 4 3 2 l 
6.新聞や雑誌、インターネットの記事に興味がある 4 3 2 l 
7.英語の専門書に興味がある 4 3 2 l 
8.英語を使った仕事に興味がある 4 3 2 
I.到達目標について
皆さんが英語をどの程度まで身につけたいかを尋ねる質問です。
9.英単語が読める程度 4 3 2 l 
1 O.専門用語がわかる程度になりたい 4 3 2 
1 1.一般的な文章が読める程度になりたい 4 3 2 
1 2.専門書が読める程度になりたい 4 3 2 
1 3.英語の文章が書ける程度になりたい 4 3 2 
1 4.英語を使って受験(大学、大学院)したい 4 3 2 
1 5.英語を使って専門的な活動がしたい 4 3 2 
1 6.外国人と話したい 4 3 2 
1 7.海外旅行で困らない程度になりたい。 4 3 2 
il.英語のイメージについて
皆さんがもっ英語のイメージについて尋ねる質問です。
1 8.英語が読めると仕事ができそう 4 3 2 
1 9.英語が書けると仕事ができそう 4 3 2 1 
20 英語がわかると評価される 4 3 2 
2 1 英語がわかると嫌がられる 4 3 2 
22.外国で人助けができそう 4 3 2 
23.英語の記事が読めると格好いい 4 3 2 1 
24.外国人と話す道具である 4 3 2 
W 外国人に対するイメージについて
皆さんがもっ外国人に対するイメージについて尋ねる質問です。
25.外国人に接近したい 4 3 2 1 
????
26 人間なら外国人であろうと意識しない 4 3 2 
27. 人種によっては近寄りがたい 4 3 2 l 
28目外国人は全て近寄りがたい 4 3 2 l 
V.英語学習経験、興味について
皆さんが今までどのくらい英語を勉強してきたか、また英語学習に対する興味について尋ねる質問です。
29. 高校までの英語は得意だった 4 3 2 
3 O. もともと英語に興味がある 4 3 2 I 
3l.中学校卒業の時点で、英語の成績は良かった 4 3 2 I 
32. 高校卒業の時点で英語の成績は良かった 4 3 2 l 
33.専門学校に入れば英語は勉強しないと思った 4 3 2 
34.専門学校で英語を勉強する必要がある 4 3 2 
35. 臨床現場で英語は必要だ 4 3 2 l 
36.専門学校の英語に期待している 4 3 2 l 
37.受験科目に英語がない専門学校を受けた 4 3 2 1 
羽.英語力について皆さんの英語力について尋ねる質問です。
38. ABCが最後まで言える 4 3 2 
39.辞書をヲ|いて単語の意味を調べられる 4 3 2 l 
4 O.専門用語の意味がわかる 4 3 2 l 
4l.カルテの用語が何語でかかれているかわかる 4 3 2 I 
42. あいさつ程度ならわかる 4 3 2 l 
43.街の英語標識などがわかる 4 3 2 
44.英語検定、 TOEICなどを受けたことがある 4 3 2 l 
ご協力ありがとうございました
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